
～人権擁護委員による人権相談～ 

　昨年度まで「人権・よろず相談」、「人権相談」として実

施していたものを今年度は「人権・よろず相談」と名称を

統一して実施します。年間の予定は次のとおりです。 

　人権に関する悩み事や相談したいことを、人権擁護委員

がお伺いし、必要に応じて情報提供を行います。 

相談は無料で、秘密は厳守します。 

相談場所・日時 

毎月第2金曜日 

● 離婚や扶養、相続など、家庭内での問題が起こった。 
● 家主や地主から一方的に追い立てられている。 
● 外国人という理由でアパートの入居を拒否された。 
● 体罰や「いじめ」を受けた。 
● 公務員による乱暴や不当な扱いをされた。 
● 不当に仲間はずれにされたり、差別的扱いを受けた。 
● 部落差別を受けた。 
● 子ども・高齢者が虐待を受けている。 
● セクシュアル・ハラスメントを受けている。 
● 変なうわさを立てられ、名誉や信用を失った。 
● 近隣間の騒音、悪臭、ばい煙などに悩まされている。 

問い合わせ 
　人権政策課　165－0693　FAX63－4087 
 

相談の具体例 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

 

場　所 時　間 相 談 日  

毎月第2木曜日 

13：30 

 

16：00 

 

〜 

土山開発センター 毎月5日 土日祝日は翌日 

市役所甲賀支所 

 毎月第１月曜日 

12月は第2月曜日 

 1 月は第3月曜日 

市役所甲南庁舎 毎月第3火曜日 

信楽開発センター 

水口社会福祉  
セ ン タ ー  

　
陶
業
後
継
者
の
育
成
を
目
的
に
、
将
来
、
信
楽
焼
お
よ
び
八

田
焼
の
関
連
事
業
所
で
５
年
以
上
勤
務
し
よ
う
と
す
る
方
に
修

学
資
金
を
貸
与
す
る
貸
与
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

　
貸
与
の
限
度
額
は
（
月
額
）
10
万
円
で
無
利
子
の
貸
付
と
な

り
ま
す
。
貸
与
を
受
け
た
修
学
資
金
は
卒
業
後
５
年
以
内
に
50

％
（
家
業
に
就
く
方
は
70
％
）
の
償
還
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

　
次
の
と
お
り
平
成
18
年
度
の
修
学
資
金
貸
与
学
生
を
募
集
し

ま
す
。 

デザインまたは窯業に関する技術、 
技能などを養成する機関とします。 
 
２年以内です。 
 
月額10万円を限度として無利子
で貸与します。 
 
修学終了後引き続き５年以上陶
業関連事業所に就業しようとす
る方で高等学校卒業又は高等学
校卒業と同等の学力を有すると
認められる方。 
 
貸与を受けた修学資金は卒業後
５年以内に50％（家業を就く方
は70％）の償還をいただくこと
となります。 
 
所定の申請書、在学証明書、修
学に必要な経費報告書、作文、
面接等。（採否及び貸与額は修学
資金貸与審査会で決定します。） 
 
４月20日(木)まで 

信楽焼・八田焼の育成へ 信楽焼・八田焼の育成へ 募集人員 若　　干　　名 

修学機関 

貸与期間 

貸 与 額  

貸与条件 

資金返還 

申請手続 

募集期間 

問い合わせ 
　商工観光課　 1 65－0707 
　　　　　　　FAX 63－4087

～陶業後継者育成のための修学資金貸与制度～ 

3人目以降のお子さんの保育料が一部免除されます 
B次のすべてに該当する世帯の方は、３人目
以降のお子さんの保育料が免除になります。 

①下記の保育料徴収基準額表でＢ2階層・Ｃ12階層の
世帯の方 
②小学校卒業までのお子さんが３人以上おられる世帯で、
３人目以降のお子さんが保育園に入園されている方（保
護者が異なる場合は除く） 
③平成18年４月１日現在で、甲賀市内に引き続き１年
以上住所がある世帯の方 
 

B手続き 
保育料免除申請が必要です。 
６月下旬～７月初旬に平成18年度保育料が確定しま
すので、該当する方には７月中に個別に通知します。 
※４月～６月分保育料は、仮決定のため手続きはでき
ません。７月の申請手続き後、免除決定が出ました
ら４月からさかのぼって精算します。 

問い合わせ　児童福祉課  保育所係 

　　　　　1 65－0706  FAX 63－4085

各月初日の入園児童の属する世帯の階層区分 徴収金基準額 （月額） 　単位：円 

階層区分 定　　　義 3 歳未満児 3 歳  児 4 歳以上児 

A 生活保護法による被保護世帯（単給世帯を含む。 ） 0 0 0

B  2 A及  びD1～  D6階層を除き、 
前年度分の市町村民税の額 
が次の区分に該当する世帯 

市町村民税非課税世帯 6,300 4,200 4,200

C 12 均等割額のみ ( 所得割の額のない世帯 ) 9,900 7,800 7,800

C 22 所得割の額のある世帯 15,600 13,200 13,200

D  1

A 階層を除き、前年分の所 
得税課税世帯であって、そ 
の所得税の額が次の区分に 
該当する世帯 

9,000 円未満 18,400 16,000 16,000

D  2 9,000 円以上 17,000 円未満 21,200 18,800 18,800

D  3 17,000 円以上 64,000 円未満 24,000 21,600 21,600

D  4 64,000 円以上 160,000 円未満 35,600 29,700 27,700

D  5 160,000 円以上 408,000 円未満 48,800 29,700 27,700

D  6 408,000 円以上 48,800 29,700 27,700

■保育料金額徴収表（H18.4.1現在） 
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く
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取
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。
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取
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図
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定
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置
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と
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熱
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※
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す
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第1回 

住宅用火災警報器に関するお問い合わせは、最寄りの消防署や、次の機関でも相談に応じます。 
■住宅用火災警報器相談室 TEL 0120-565-911　■住宅防火対策推進協会 ホームページ http://www.jubo.go.jp/index2.html
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3人目以降のお子さんの保育料が一部免除されます 
B次のすべてに該当する世帯の方は、３人目
以降のお子さんの保育料が免除になります。 

①下記の保育料徴収基準額表でＢ2階層・Ｃ12階層の
世帯の方 

②小学校卒業までのお子さんが３人以上おられる世帯で、
３人目以降のお子さんが保育園に入園されている方（保
護者が異なる場合は除く） 

③平成18年４月１日現在で、甲賀市内に引き続き１年
以上住所がある世帯の方 

 

B手続き 
保育料免除申請が必要です。 
６月下旬～７月初旬に平成18年度保育料が確定しま
すので、該当する方には７月中に個別に通知します。 
※４月～６月分保育料は、仮決定のため手続きはでき
ません。７月の申請手続き後、免除決定が出ました
ら４月からさかのぼって精算します。 

問い合わせ　児童福祉課  保育所係 

　　　　　1 65－0706  FAX 63－4085

各月初日の入園児童の属する世帯の階層区分 徴収金基準額 （月額） 　単位：円 

階層区分 定　　　義 3 歳未満児 3 歳  児 4 歳以上児 

A 生活保護法による被保護世帯（単給世帯を含む。 ） 0 0 0

B  2 A及  びD1～  D6階層を除き、 
前年度分の市町村民税の額 
が次の区分に該当する世帯 

市町村民税非課税世帯 6,300 4,200 4,200

C 12 均等割額のみ ( 所得割の額のない世帯 ) 9,900 7,800 7,800

C 22 所得割の額のある世帯 15,600 13,200 13,200

D  1

A 階層を除き、前年分の所 
得税課税世帯であって、そ 
の所得税の額が次の区分に 
該当する世帯 

9,000 円未満 18,400 16,000 16,000

D  2 9,000 円以上 17,000 円未満 21,200 18,800 18,800

D  3 17,000 円以上 64,000 円未満 24,000 21,600 21,600

D  4 64,000 円以上 160,000 円未満 35,600 29,700 27,700

D  5 160,000 円以上 408,000 円未満 48,800 29,700 27,700

D  6 408,000 円以上 48,800 29,700 27,700

■保育料金額徴収表（H18.4.1現在） 
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住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の

対
象
で
あ
り
、
契
約
後
一
定
期
間
は
契
約
の
解
除

が
で
き
ま
す
。
悪
質
訪
問
販
売
だ
と
疑
わ
し
い
場

合
は
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

   

問
い
合
わ
せ
 

　
甲
賀
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
　
予
防
課
 
1
6
3
│
7
9
3
2
　
F
A
X
6
3
│
7
9
4
0
 

　
　
　
　
　
　
　
　
水
　
口
　
消
　
防
　
署
 
1
6
3
│
1
1
1
9
　
F
A
X
6
3
│
7
9
4
1
 

　
　
　
　
　
　
　
　
水
口
消
防
署
土
山
分
署
 
1
6
6
│
0
1
1
9
　
F
A
X
6
6
│
0
8
4
8
 

　
　
　
　
　
　
　
　
甲
　
南
　
消
　
防
　
署
 
1
8
6
│
3
1
1
9
　
F
A
X
8
6
│
0
7
1
9
 

　
　
　
　
　
　
　
　
甲
南
消
防
署
甲
賀
分
署
 
1
8
8
│
7
7
0
1
　
F
A
X
8
8
│
7
7
0
2
 

　
　
　
　
　
　
　
　
信
　
楽
　
消
　
防
　
署
 
1
8
2
│
0
1
1
9
　
F
A
X
8
2
│
3
9
7
7

〜
新
築
住
宅
で
は
平
成
18
年
6
月
1
日
か
ら
設
置
が
義
務
化
〜
 

 

甲
賀
市
消
費
生
活
相
談
窓
口
 

　
　
1
　
6
5
│
0
6
8
5
 

　
F
A
X
6
3
│
4
5
8
2
 

 

※
次
回
は
取
り
付
け
場
所
や
そ
の
他
の

疑
問
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
 

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
 

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
 

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
 

第1回 

住宅用火災警報器に関するお問い合わせは、最寄りの消防署や、次の機関でも相談に応じます。 
■住宅用火災警報器相談室 TEL 0120-565-911　■住宅防火対策推進協会 ホームページ http://www.jubo.go.jp/index2.html
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～皆さんからお寄せいただいた声～ 

　市民生活課では日々の消費生活のトラブルや苦情の
相談を行っています。気軽に相談してください。 お悩み相談室 市民生

活課よ
り 

知っト
ク！ 

　
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
登
録
と
は
携
帯
電
話
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
、

い
き
な
り
「
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
入
会
料
５
０
，

０
０
０
円
を
３
日
以
内
に
銀
行
口
座
に
振
り
込

ん
で
く
だ
さ
い
。」
な
ど
の
請
求
を
受
け
る
も
の

で
す
。 

　
さ
ら
に
は
「
あ
な
た
の
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
５
９
．

９
０
．
３
８
」 

「
あ
な
た
の
個
人
識
別
番
号
は
「
３
Ｐ
９
７
８

５
９
」
な
ど
個
人
を
特
定
さ
れ
た
よ
う
な
表
示

が
出
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

　「
個
体
識
別
番
号
」
は
携
帯
電
話
会
社
名
と
末

端
の
機
種
名
、
も
し
く
は
業
者
が
勝
手
に
割
り

振
っ
た
Ｉ
Ｄ
で
す
。
ま
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

ア
ク
セ
ス
エ
リ
ア
な
ど
が
表
示
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
そ
こ
か
ら
個
人
の
氏
名
、

住
所
、
携
帯
番
号
な
ど
の
情
報
が
伝
わ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
そ
も
そ
も
契
約
と
は
、
業
者
と
消
費
者
の
双

方
の
「
合
意
」
で
す
。
こ
の
よ
う
に
一
方
的
な

登
録
な
ど
の
や
り
方
は
契
約
が
成
立
さ
れ
た
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
お
金
は
支
払
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
問
い
合
わ
せ
を
し
た
り
、
支
払
っ
た
り

し
て
し
ま
う
と
、
名
前
や
住
所
な
ど
個
人
情
報

が
相
手
に
分
か
っ
て
し
ま
い
、
新
た
な
請
求
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
最
近
で
は
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
や
ア
ダ
ル
ト

サ
イ
ト
だ
け
で
は
な
く
「
無
料
の
待
ち
受
け
画

面
サ
イ
ト
」
や
「
無
料
着
信
メ
ロ
デ
ィ
サ
イ
ト
」

な
ど
で
も
同
様
の
手
口
で
請
求
さ
れ
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。 

　
興
味
半
分
で
不
必
要
な
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
な
お
、
最
近
は
少
し
下
火
に
な
り
ま
し
た
が
、

「
民
事
訴
訟
○
○
機
関
」
な
ど
あ
た
か
も
公
的

機
関
を
装
っ
て
ハ
ガ
キ
で
来
る
請
求
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
も
身
に
覚
え
が
な
け
れ
ば
無
視
し

て
く
だ
さ
い
。 

　
た
だ
し
、
ほ
と
ん
ど
有
り
ま
せ
ん
が
、
裁
判

所
か
ら
来
る
通
知
は
放
っ
て
お
か
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。 

消
費
生
活
相
談
窓
口
　（
市
民
生
活
課
生
活
安
全
係
） 

　
■
月
曜
日
〜
金
曜
日
 

　
■
9
:
00
〜
15
:
00
 

　
　
1
6
5
―
0
6
8
5
　
FAX
6
3
―
4
5
8
2

“バリアフリー”で    
住みやすいまちへ 

市
長
に
お
願
い
し
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
甲

賀
市
に
低
床
バ
ス
を
増
や
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
他
に
も

階
段
の
手
す
り
や
エ
レ
ベ
ー
タ

な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
真
剣
に

取
り
組
む
甲
賀
市
で
あ
っ
て
ほ

し
い
で
す
。
お
年
寄
り
が
過
ご

し
や
す
い
ま
ち
は
、
私
た
ち
が

住
み
や
す
い
ま
ち
で
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
（
市
内
の
あ
る
中

学
校
生
徒
の
皆
さ
ん
） 

QA
本
市
で
は
、「
公
平
」で「
効

率
的
」
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
を
図
る
た
め
、「
甲
賀

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
計
画
」

を
、昨
年
11
月
に
策
定
し
ま
し

た
。今
後
は
、こ
の
計
画
に
基
づ

き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
整
備
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

そ
の
中
の
施
策
の
一つ
に
「
交
通

バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
対
応
し
た

車
両
の
導
入
を
進
め
る
こ
と
。」

を
掲
げ
て
お
り
、誰
も
が
安
全

に
乗
降
い
た
だ
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
と
な
る
よ
う
、計
画
的
に
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
し
た
低
床

バ
ス
の
導
入
を
図
っ
て
い
く
予
定

で
す
。ま
た
、多
く
の
方
が
利
用

さ
れ
る
建
築
物
の
出
入
口
、エ
レ

ベ
ー
タ
及
び
ト
イ
レ
な
ど
は
、お

年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
方

な
ど
が
利
用
し
や
す
く
す
る
た

め
の
整
備
基
準
が
「
ハ
ー
ト
ビ

ル
法
」
や「
だ
れ
も
が
住
み
た
く

な
る
福
祉
滋
賀
の
ま
ち
づ
く
り

条
例
」で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
法
律
や
条
例
は
、市

内
で
建
物
を
建
築
さ
れ
る
際
に

も
当
然
適
用
さ
れ
、順
次
、誰
も

が
使
い
や
す
い
施
設
が
増
え
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

方
々
が
、よ
り
快
適
で
安
心
し

て
生
活
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、

施
設
等
の
整
備
も
必
要
で
す
が
、

人
的
な
協
力
も
重
要
で
す
。困
っ

て
お
ら
れ
る
方
へ
の
皆
さ
ん
の

サ
ポ
ー
ト
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
1
　
　
6
5-

0
6
7
5
 

　
　
　
　
F
A
X
 
6
3-

4
6
1
9

【
問
い
合
わ
せ
】 

　
秘
書
広
報
課
 
広
報
公
聴
係
 

 

【
問
い
合
わ
せ
】 

架
空
請
求
に
 

架
空
請
求
に
 ご
用
心
!

ご
用
心
!

●
右
ハ
ガ
キ
・
封
筒
が
来
て
も
、
身
に
覚
え
が
な

け
れ
ば
、
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

【問い合わせ】 
　甲賀警察署　162－4155　FAX62－9325

御
通
告
書 料

金
管
理
セ
ン
タ
ー 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

他にも 
民事訴訟○○ 
などがあります 

他
に
も 

○
○
訴
訟
最
終
通
告
書 

な
ど
が
あ
り
ま
す 

　
新
た
に
次
の
地
域
で
下
水
道
が
使
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

           

　
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
家
庭
や
工
場
か

ら
出
る
汚
水
な
ど
を
下
水
道
に
流
す
た
め

に
、
排
水
設
備
（
宅
地
内
排
水
管
）
の
工

事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
工
事
は
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な

っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
行
う
こ
と
が
法

律
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
下
水
道
を
お
使
い
い
た
だ
く
こ
と
で
、

生
活
排
水
を
側
溝
や
水
路
に
流
す
こ
と
が

な
く
な
る
の
で
、
蚊
や
ハ
エ
な
ど
の
発
生

が
防
げ
、
ま
た
、
悪
臭
も
な
く
な
り
ま
す
。

清
潔
で
快
適
な
住
環
境
と
な
る
よ
う
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

排
水
設
備
の
工
事
は 

甲
賀
市
指
定
の
工
事
店
で 

 

　
排
水
設
備
の
工
事
は
法
律
や
条
例
で
定

め
ら
れ
た
基
準
に
基
づ
い
た
技
術
水
準
で

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
せ
っ
か

く
工
事
を
し
た
の
に
流
れ
な
か
っ
た
り
、

管
が
詰
ま
っ
た
り
す
る
と
大
変
で
す
。
工
事

は
必
ず
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
指
定
工
事
店
の
一
覧
が
必
要
な
方
は
下
水

道
管
理
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

排
水
設
備
は
個
人
負
担
で 

施
工
、管
理
し
て
く
だ
さ
い 

 

　
供
用
開
始
後
、
各
家
庭
で
は
、
汚
水
を

下
水
道
に
流
す
た
め
、
排
水
設
備
（
宅
地

内
の
排
水
管
）
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

 

浄
化
槽
は
廃
止
し
ま
し
ょ
う 

 

　
浄
化
槽
は
定
期
的
な
清
掃
が
必
要
で
、

清
掃
費
や
電
気
料
な
ど
の
経
費
が
か
か
る

と
と
も
に
、
管
理
が
不
十
分
な
と
き
は
、

悪
臭
や
蚊
・
ハ
エ
の
発
生
の
も
と
と
な
り

ま
す
の
で
浄
化
槽
は
廃
止
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
便
器
は
水
洗
式
の
た
め
、
そ
の
ま

ま
使
用
で
き
ま
す
。 

　
各
家
庭
で
汚
水
を
流
す
た
め
に
は
、
上

図
の
よ
う
に
宅
地
内
に
そ
れ
ぞ
れ
排
水
設

備
を
設
置
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
台
所
や
水
洗
便
所
か

ら
の
汚
れ
た
水
を
公
共
汚
水
ま
す
に
流
し

込
む
た
め
の
も
の
で
、
こ
の
設
備
を
設
置

し
な
い
と
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
甲
賀
市
の
下
水
道

は
分
流
式
の
た
め
、
雨
水
は
下
水
道
に
流

さ
ず
、
従
来
ど
お
り
道
路
の
側
溝
や
河
川

に
直
接
流
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

訪
問
セ
ー
ル
ス
に 

　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い 

 

　
宅
地
内
の
排
水
設
備
の
清
掃
な
ど
に
つ

い
て
、
市
か
ら
紹
介
さ
れ
た
よ
う
な
様
子

で
訪
問
す
る
悪
質
な
業
者
が
い
ま
す
。
下

水
道
管
理
課
で
は
宅
地
内
の
排
水
設
備
に

関
し
て
調
査
・
修
理
・
点
検
・
清
掃
を
業

者
に
依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
◎
訪
問
セ
ー
ル
ス
に
は 

　
　
　
　
　
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

下
水
道
が 

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た 

4月1日 
から ■

水
口
町
　
広
野
台
の
一
部 

　
　
　
　
　
菅
谷
の
一
部 

　
　
　
　
　
新
城
の
一
部 

　
　
　
　
　
松
尾
の
一
部 

■
甲
南
町
　
野
尻
の
一
部 

　
　
　
　
　
野
田
の
一
部 

問
い
合
わ
せ 

　
　
下
水
道
管
理
課 

 

　
1
　 

８
６
―
８
３
９
８ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

８
６
―
８
０
３
２  
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～皆さんからお寄せいただいた声～ 

　市民生活課では日々の消費生活のトラブルや苦情の
相談を行っています。気軽に相談してください。 お悩み相談室 市民生

活課よ
り 

知っト
ク！ 

　
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
登
録
と
は
携
帯
電
話
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
、

い
き
な
り
「
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
入
会
料
５
０
，

０
０
０
円
を
３
日
以
内
に
銀
行
口
座
に
振
り
込

ん
で
く
だ
さ
い
。」
な
ど
の
請
求
を
受
け
る
も
の

で
す
。 

　
さ
ら
に
は
「
あ
な
た
の
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
５
９
．

９
０
．
３
８
」 

「
あ
な
た
の
個
人
識
別
番
号
は
「
３
Ｐ
９
７
８

５
９
」
な
ど
個
人
を
特
定
さ
れ
た
よ
う
な
表
示

が
出
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

　「
個
体
識
別
番
号
」
は
携
帯
電
話
会
社
名
と
末

端
の
機
種
名
、
も
し
く
は
業
者
が
勝
手
に
割
り

振
っ
た
Ｉ
Ｄ
で
す
。
ま
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

ア
ク
セ
ス
エ
リ
ア
な
ど
が
表
示
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
そ
こ
か
ら
個
人
の
氏
名
、

住
所
、
携
帯
番
号
な
ど
の
情
報
が
伝
わ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
そ
も
そ
も
契
約
と
は
、
業
者
と
消
費
者
の
双

方
の
「
合
意
」
で
す
。
こ
の
よ
う
に
一
方
的
な

登
録
な
ど
の
や
り
方
は
契
約
が
成
立
さ
れ
た
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
お
金
は
支
払
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
問
い
合
わ
せ
を
し
た
り
、
支
払
っ
た
り

し
て
し
ま
う
と
、
名
前
や
住
所
な
ど
個
人
情
報

が
相
手
に
分
か
っ
て
し
ま
い
、
新
た
な
請
求
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
最
近
で
は
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
や
ア
ダ
ル
ト

サ
イ
ト
だ
け
で
は
な
く
「
無
料
の
待
ち
受
け
画

面
サ
イ
ト
」
や
「
無
料
着
信
メ
ロ
デ
ィ
サ
イ
ト
」

な
ど
で
も
同
様
の
手
口
で
請
求
さ
れ
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。 

　
興
味
半
分
で
不
必
要
な
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
な
お
、
最
近
は
少
し
下
火
に
な
り
ま
し
た
が
、

「
民
事
訴
訟
○
○
機
関
」
な
ど
あ
た
か
も
公
的

機
関
を
装
っ
て
ハ
ガ
キ
で
来
る
請
求
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
も
身
に
覚
え
が
な
け
れ
ば
無
視
し

て
く
だ
さ
い
。 

　
た
だ
し
、
ほ
と
ん
ど
有
り
ま
せ
ん
が
、
裁
判

所
か
ら
来
る
通
知
は
放
っ
て
お
か
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。 

消
費
生
活
相
談
窓
口
　（
市
民
生
活
課
生
活
安
全
係
） 
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“バリアフリー”で    
住みやすいまちへ 

市
長
に
お
願
い
し
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
甲

賀
市
に
低
床
バ
ス
を
増
や
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
他
に
も

階
段
の
手
す
り
や
エ
レ
ベ
ー
タ

な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
真
剣
に

取
り
組
む
甲
賀
市
で
あ
っ
て
ほ

し
い
で
す
。
お
年
寄
り
が
過
ご

し
や
す
い
ま
ち
は
、
私
た
ち
が

住
み
や
す
い
ま
ち
で
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
（
市
内
の
あ
る
中

学
校
生
徒
の
皆
さ
ん
） 

QA
本
市
で
は
、「
公
平
」で「
効

率
的
」
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
を
図
る
た
め
、「
甲
賀

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
計
画
」

を
、昨
年
11
月
に
策
定
し
ま
し

た
。今
後
は
、こ
の
計
画
に
基
づ

き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
整
備
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

そ
の
中
の
施
策
の
一つ
に
「
交
通

バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
対
応
し
た

車
両
の
導
入
を
進
め
る
こ
と
。」

を
掲
げ
て
お
り
、誰
も
が
安
全

に
乗
降
い
た
だ
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
と
な
る
よ
う
、計
画
的
に
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
し
た
低
床

バ
ス
の
導
入
を
図
っ
て
い
く
予
定

で
す
。ま
た
、多
く
の
方
が
利
用

さ
れ
る
建
築
物
の
出
入
口
、エ
レ

ベ
ー
タ
及
び
ト
イ
レ
な
ど
は
、お

年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
方

な
ど
が
利
用
し
や
す
く
す
る
た

め
の
整
備
基
準
が
「
ハ
ー
ト
ビ

ル
法
」
や「
だ
れ
も
が
住
み
た
く

な
る
福
祉
滋
賀
の
ま
ち
づ
く
り

条
例
」で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
法
律
や
条
例
は
、市

内
で
建
物
を
建
築
さ
れ
る
際
に

も
当
然
適
用
さ
れ
、順
次
、誰
も

が
使
い
や
す
い
施
設
が
増
え
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

方
々
が
、よ
り
快
適
で
安
心
し

て
生
活
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、

施
設
等
の
整
備
も
必
要
で
す
が
、

人
的
な
協
力
も
重
要
で
す
。困
っ

て
お
ら
れ
る
方
へ
の
皆
さ
ん
の

サ
ポ
ー
ト
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 
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【
問
い
合
わ
せ
】 

　
秘
書
広
報
課
 
広
報
公
聴
係
 

 

【
問
い
合
わ
せ
】 

架
空
請
求
に
 

架
空
請
求
に
 ご
用
心
!

ご
用
心
!

●
右
ハ
ガ
キ
・
封
筒
が
来
て
も
、
身
に
覚
え
が
な

け
れ
ば
、
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

【問い合わせ】 
　甲賀警察署　162－4155　FAX62－9325

御
通
告
書 料

金
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ン
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他にも 
民事訴訟○○ 
などがあります 

他
に
も 

○
○
訴
訟
最
終
通
告
書 

な
ど
が
あ
り
ま
す 

　
新
た
に
次
の
地
域
で
下
水
道
が
使
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

           

　
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
家
庭
や
工
場
か

ら
出
る
汚
水
な
ど
を
下
水
道
に
流
す
た
め

に
、
排
水
設
備
（
宅
地
内
排
水
管
）
の
工

事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
工
事
は
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な

っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
行
う
こ
と
が
法

律
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
下
水
道
を
お
使
い
い
た
だ
く
こ
と
で
、

生
活
排
水
を
側
溝
や
水
路
に
流
す
こ
と
が

な
く
な
る
の
で
、
蚊
や
ハ
エ
な
ど
の
発
生

が
防
げ
、
ま
た
、
悪
臭
も
な
く
な
り
ま
す
。

清
潔
で
快
適
な
住
環
境
と
な
る
よ
う
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

排
水
設
備
の
工
事
は 

甲
賀
市
指
定
の
工
事
店
で 

 

　
排
水
設
備
の
工
事
は
法
律
や
条
例
で
定

め
ら
れ
た
基
準
に
基
づ
い
た
技
術
水
準
で

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
せ
っ
か

く
工
事
を
し
た
の
に
流
れ
な
か
っ
た
り
、

管
が
詰
ま
っ
た
り
す
る
と
大
変
で
す
。
工
事

は
必
ず
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
指
定
工
事
店
の
一
覧
が
必
要
な
方
は
下
水

道
管
理
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

排
水
設
備
は
個
人
負
担
で 

施
工
、管
理
し
て
く
だ
さ
い 

 

　
供
用
開
始
後
、
各
家
庭
で
は
、
汚
水
を

下
水
道
に
流
す
た
め
、
排
水
設
備
（
宅
地

内
の
排
水
管
）
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

 

浄
化
槽
は
廃
止
し
ま
し
ょ
う 

 

　
浄
化
槽
は
定
期
的
な
清
掃
が
必
要
で
、

清
掃
費
や
電
気
料
な
ど
の
経
費
が
か
か
る

と
と
も
に
、
管
理
が
不
十
分
な
と
き
は
、

悪
臭
や
蚊
・
ハ
エ
の
発
生
の
も
と
と
な
り

ま
す
の
で
浄
化
槽
は
廃
止
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
便
器
は
水
洗
式
の
た
め
、
そ
の
ま

ま
使
用
で
き
ま
す
。 

　
各
家
庭
で
汚
水
を
流
す
た
め
に
は
、
上

図
の
よ
う
に
宅
地
内
に
そ
れ
ぞ
れ
排
水
設

備
を
設
置
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
台
所
や
水
洗
便
所
か

ら
の
汚
れ
た
水
を
公
共
汚
水
ま
す
に
流
し

込
む
た
め
の
も
の
で
、
こ
の
設
備
を
設
置

し
な
い
と
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
甲
賀
市
の
下
水
道

は
分
流
式
の
た
め
、
雨
水
は
下
水
道
に
流

さ
ず
、
従
来
ど
お
り
道
路
の
側
溝
や
河
川

に
直
接
流
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

訪
問
セ
ー
ル
ス
に 

　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い 

 

　
宅
地
内
の
排
水
設
備
の
清
掃
な
ど
に
つ

い
て
、
市
か
ら
紹
介
さ
れ
た
よ
う
な
様
子

で
訪
問
す
る
悪
質
な
業
者
が
い
ま
す
。
下

水
道
管
理
課
で
は
宅
地
内
の
排
水
設
備
に

関
し
て
調
査
・
修
理
・
点
検
・
清
掃
を
業

者
に
依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
◎
訪
問
セ
ー
ル
ス
に
は 

　
　
　
　
　
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

下
水
道
が 

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た 

4月1日 
から ■

水
口
町
　
広
野
台
の
一
部 

　
　
　
　
　
菅
谷
の
一
部 

　
　
　
　
　
新
城
の
一
部 

　
　
　
　
　
松
尾
の
一
部 

■
甲
南
町
　
野
尻
の
一
部 

　
　
　
　
　
野
田
の
一
部 

問
い
合
わ
せ 

　
　
下
水
道
管
理
課 
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